
　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
は
物
流
の
高
度
化
を
支
え
る
産
業
車
両
と
し
て
、
幅
広
い

業
種
で
使
わ
れ
て
い
る
。
最
新
排
ガ
ス
規
制
適
合
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
す
る
な

ど
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
貢
献
し
て
い
る
。
国
際
標
準
化
機
構

Ｉ
Ｓ
Ｏ

や

国
際
電
気
標
準
会
議

Ｉ
Ｅ
Ｃ

に
お
い
て
、
国
際
標
準
化
に
向
け
た
対
応
が

進
ん
で
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
次
世
代
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
と
い
わ
れ
る
燃
料
電
池

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
関
し
て
、
水
素
タ
ン
ク
の
特
例
措
置
の
創
設
に
よ
っ
て
、

よ
り
早
期
の
実
用
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

加熱した素材を運ぶフォークリフト（大東鉄工）

微小粒子状物質等専門委員会初会合（３月 日）

国
内
販
売
４
年
連
続
増
今
年
は
微
増
見
込
む

燃
料
電
池
式
実
用
化
へ
水
素
タ
ン
ク
に
特
例
措
置 燃焼効率大幅に改善ＰＭ発生抑制し規制適合

フォークリフト物流の高度化を支える
（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ３月２８日 金曜日 　　

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
関
係

す
る
産
業
車
両
に
つ
い
て
、

国
際
標
準
化
に
関
す
る
新
た

な
対
応
が
進
ん
で
い
る
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
産
業
車
両
に
関

す
る
専
門
員
会

Ｔ
Ｃ
１
１

０

で
は
、
持
続
可
能
な
発

展
を
促
進
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
の
よ
い
機
械
類
や
、
国

際
標
準
化
の
必
要
性
を
考
慮

し
て
、
新
た
な
分
科
会

Ｓ

Ｃ

と
し
て
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
ー
が
発
足
す
る
予
定

だ
。
各
国
の
代
表

標
準
化

機
関

に
よ
る
投
票
中
で
、

投
票
が
４
月
中
に
締
め
切
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

中
国
と
ド
イ
ツ
が
共
同
幹
事

国
と
な
る
。

　
水
素
と
空
気
中
の
酸
素
を

化
学
反
応
さ
せ
て
電
気
を
つ

く
る
燃
料
電
池
。
こ
の
燃
料

電
池
を
使
っ
た
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
に
つ
い
て
も
国
際
標
準

の
議
論
が
深
ま
っ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｅ
Ｃ
は
燃
料
電
池
の
国

際
規
格
を
作
成
す
る
た
め
の

専
門
委
員
会

Ｔ
Ｃ
１
０

５

を
１
９
９
８
年
に
設

置
。
Ｉ
Ｅ
Ｃ
／
Ｔ
Ｃ
１
０
５

は
自
動
車
用
を
除
く
定
置

用
、
可
搬
型
、
マ
イ
ク
ロ
、

移
動
体
推
進
用
の
燃
料
電
池

に
関
す
る
国
際
標
準
を
作
成

し
て
お
り
、
多
く
の
規
格
で

改
正
審
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
つ
い

て
は
、
米
国
や
日
本
な
ど
各

国
か
ら
国
際
標
準
策
定
の
希

望
を
受
け
て
、
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

の
性
能
お
よ
び
安
全
規
格
を

定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、

年
９
月
に

Ｉ
Ｅ
Ｃ
／
Ｔ
Ｃ
１
０
５
の
傘

下
に
設
け
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ

Ｗ
Ｇ
６

の
初
会

合
を
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
開
い
て
規
格
づ
く
り
に
着

手
し
た
。
Ｗ
Ｇ
６
は
初
会
合

で
規
格
の
体
系
と
項
目
を
決

定
。
そ
の
後
、
Ｗ
Ｇ
６
の
事

務
局
が
作
成
し
た
内
容
に
つ

い
て
、
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー

の
意
見
を
反
映
し
た
修
正
原

案
を
作
成
。

年
７
月
に
オ

ラ
ン
ダ
で
Ｗ
Ｇ
６
の
第
２
回

会
合
を
開
き
、
当
初
の
計
画

通
り
「
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
用

燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
の
安
全

性
」
に
関
す
る
委
員
会
原
案

Ｃ
Ｄ

を
完
成
。
そ
の
Ｃ

Ｄ
に
対
す
る
各
国
の
意
見
照

会
を
行
っ
た
後
、

年
２
月

に
オ
ラ
ン
ダ
で
開
い
た
Ｗ
Ｇ

６
の
第
３
回
会
合
で
審
議
が

終
了
し
た
。
こ
の
会
合
で

は
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
限

定
す
る
必
要
が
な
い
と
し

て
、
「
産
業
車
両
用
燃
料
電

池
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
」
に

変
更
に
な
っ
た
。
現
在
、
最

終
国
際
規
格
案

Ｆ
Ｄ
Ｉ

Ｓ

の
原
稿
が
で
き
て
、
Ｆ

Ｄ
Ｉ
Ｓ
発
行
の
準
備
中
だ
。

　
ま
た
、
日
本
の
Ｗ
Ｇ
６
の

メ
ン
バ
ー
が

年

月
に
、

産
業
車
両

フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト

用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

の
性
能
試
験
法
に
関
す
る
Ｗ

Ｇ
６
用
の
原
案
を
作
成
し

た
。

年
６
月

、

日
に

ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開

く
Ｗ
Ｇ
６
で
、
性
能
試
験
法

の
審
議
を
終
え
る
予
定
。
次

に
Ｃ
Ｄ
を
各
国
に
意
見
照
会

す
る
。
そ
し
て

月
に
東
京

で
行
わ
れ
る
Ｉ
Ｅ
Ｃ
総
会
に

合
わ
せ
て
、
Ｗ
Ｇ
６
の
会
合

を
同
月
の
５
、
６
日
に
開

催
。
各
国
の
意
見
を
審
議
す

る
。
続
い
て
７
、
８
日
に
は

Ｔ
Ｃ
１
０
５
の
会
議
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。

　
燃
料
電
池
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
に
つ
い
て
は
、
実
用
化
に

向
け
て
、
現
在
国
内
で
行
わ

れ
て
い
る
実
証
実
験
の
ほ
か

に
、
新
た
な
動
き
が
出
て
き

た
。
経
済
産
業
省
が

年
２

月

日
に
発
表
し
た
、
燃
料

電
池
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
お

け
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
水
素

タ
ン
ク
に
関
す
る
特
例
措
置

だ
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
実
施
な
ど
を
経
て
４
月
下

旬
を
め
ど
に
創
設
さ
れ
る
と

い
う
。

　
同
省
は
産
業
競
争
力
強
化

法
に
基
づ
く
「
企
業
実
証
特

例
制
度
」
を
活
用
し
た
民
間

企
業
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
た
結
果
、
新
た

な
規
制
の
特
例
措
置
を
講
ず

る
こ
と
に
し
た
。

　
現
行
法
令
は
燃
料
電
池
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
産
業

車
両
に
搭
載
す
る
燃
料
容
器

水
素
タ
ン
ク

に
つ
い

て
、
軽
量
で
、
炭
素
繊
維
と

金
属
な
ど
を
併
用
す
る
タ
イ

プ
の
容
器
「
複
合
容
器
」
の

み
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
炭
素
繊
維
を
使

用
せ
ず
に
金
属
の
み
を
用
い

る
タ
イ
プ
の
容
器
も
、
安
全

な
設
計
や
製
造
を
行
っ
た
上

で
、
こ
う
し
た
「
全
部
金
属

製
」
の
容
器
を
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
用
の
水
素
タ
ン
ク
と
し

て
活
用
し
た
い
と
の
要
望
が

あ
っ
た
。

次
ペ
ー
ジ
下
段
に
続
く

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
は
物
流

セ
ン
タ
ー
、
倉
庫
、
空
港
な

ど
の
荷
役
や
搬
送
の
作
業
で

効
率
化
に
役
立
っ
て
い
る
。

工
場
構
内
の
モ
ノ
づ
く
り
の

現
場
で
は
、
高
温
に
な
っ
た

鍛
造
品
の
移
動
な
ど
で
活
躍

し
て
い
る
。

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
小
型

機
種
で
は
、
排
ガ
ス
規
制
や

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
へ

の
対
応
な
ど
か
ら
バ
ッ
テ
リ

ー
式
が
普
及
し
て
い
る
。
た

だ
、
パ
ワ
ー
や
連
続
稼
働
時

間
な
ど
の
制
約
か
ら
、
積
載

能
力
が
３

以
上
の
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
の
場
合
、
ガ
ソ
リ

ン
式
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
式
か
ら

な
る
エ
ン
ジ
ン
式
、
と
り
わ

け
デ
ィ
ー
ゼ
ル
式
が
多
い
。

　
日
本
産
業
車
両
協
会

Ｊ

Ｉ
Ｖ
Ａ

が
ま
と
め
た
２
０

１
３
年
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
生
産
実
績
・
販
売
実
績
に

よ
る
と
、
生
産
台
数
は
前
年

比
５
・
７
％
減
の

万
７
８

０
５
台
。
内
訳
は
バ
ッ
テ
リ

ー
式
が
同
３
・
６
％
減
の
４

万
５
６
３
４
台
、
エ
ン
ジ
ン

式
が
同
７
・
２
％
減
の
６
万

２
１
７
１
台
だ
っ
た
。

　
国
内
販
売
の
台
数
は
同
０

・
８
％
増
の
６
万
９
７
９
０

台
。
設
備
投
資
の
持
ち
直
し

な
ど
で
４
年
連
続
で
増
え

た
。

年
の
内
訳
は
バ
ッ
テ

リ
ー
式
が
同
０
・
９
％
減
の

３
万
８
２
３
８
台
、
エ
ン
ジ

ン
式
が
同
３
・
１
％
増
の
３

万
１
５
５
２
台
と
な
っ
た
。

ま
た
、
国
内
販
売
実
績
を
動

力
源
の
式
別
に
み
る
と
、
バ

ッ
テ
リ
ー
式
と
エ
ン
ジ
ン
式

の
割
合
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
式

が
全
体
の

・
７
％
と
な
り

年
以
来
６
年
連
続
で
過
半

数
を
占
め
た
。

　
輸
出
の
台
数
は
前
年
比

％
減
の
３
万
６
９
７
７
台
と

振
る
わ
な
か
っ
た
。
日
本
メ

ー
カ
ー
が
海
外
で
の
現
地
生

産
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
関
係

な
ど
か
ら
２
年
連
続
で
減
少

し
た
。
内
訳
は
バ
ッ
テ
リ
ー

式
が
同

・
３
％
減
の
７
４

７
０
台
、
エ
ン
ジ
ン
式
が
同

・
６
％
減
の
２
万
９
５
０

７
台
。

　

年
１
―
２
月
の
実
績
は

生
産

速
報
値

台
数
が
前

年
同
期
比

・
３
％
増
の
１

万
８
４
４
４
台
。
内
訳
は
バ

ッ
テ
リ
ー
式
が
同

・
１
％

増
の
７
８
７
２
台
、
エ
ン
ジ

ン
式
が
同

・
７
％
増
の
１

万
５
７
２
台
。

　
国
内
販
売
の
台
数
が
同

・
４
％
増
の
１
万
１
３
６
０

台
と
な
っ
た
。
内
訳
は
バ
ッ

テ
リ
ー
式
が
同

・
２
％
増

の
６
１
０
０
台
、
エ
ン
ジ
ン

式
が
同

・
８
％
増
の
５
２

６
０
台
。

　
輸
出
の
台
数
は
同
５
・
３

％
増
の
５
９
３
３
台
だ
っ

た
。
内
訳
は
バ
ッ
テ
リ
ー
式

が
同

・
８
％
増
の
１
２
５

８
台
、
エ
ン
ジ
ン
式
が
同
１

・
２
％
増
の
４
６
７
５
台
。

　

年
の
生
産
、
国
内
販

売
、
輸
出
の
見
通
し
に
つ
い

て
「
生
産
は

年
実
績
と
ほ

と
ん
ど
同
じ
。
国
内
販
売
は

微
増
、
輸
出
が
微
減
。
国
内

販
売
と
輸
出
を
合
わ
せ
る
と

年
実
績
並
み
に
な
る
」

Ｊ
Ｉ
Ｖ
Ａ

と
み
て
い

る
。

　
日
米
欧
の
先
進
国
で
排
ガ

ス
規
制
強
化
が
進
ん
で
い
る

ほ
か
、
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど

で
も
先
進
国
並
み
の
規
制
導

入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
、
最
新
の
排
ガ
ス
規

制
で
は
、
粒
子
状
物
質

Ｐ

Ｍ

排
出
量
を
前
規
制
の

分
の
１
以
下
に
抑
制
な
ど
の

厳
し
い
指
標
が
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
排
ガ
ス
規
制
強
化
へ

の
適
応
と
燃
費
向
上
の
ニ
ー

ズ
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
環
境
省
の
中
央
環

境
審
議
会
大
気
・
騒
音
振
動

部
会
は
、
健
康
被
害
が
懸
念

さ
れ
る
微
小
粒
子
状
物
質

Ｐ
Ｍ
２
・
５

な
ど
の
専

門
委
員
会
の
初
会
合
を

年

３
月

日
に
東
京
都
内
で
開

い
た
。
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
発
生

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
、
越

境
汚
染
問
題
や
排
出
抑
制
策

を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　
そ
う
し
た
中
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
メ
ー
カ
ー
は
、
新
型

タ
ー
ボ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど

で
燃
焼
効
率
を
大
幅
に
改
善

し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
式
エ
ン
ジ

ン
を
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
採

用
し
た
。
こ
の
燃
焼
効
率
の

改
善
に
よ
っ
て
、
Ｐ
Ｍ
発
生

の
抑
制
が
可
能
と
な
り
、
排

ガ
ス
規
制
に
適
合
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
第

回
の
日
欧
米
中
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
業
界
首
脳
会
議
が

年

月
に
中
国
で
開
か
れ

た
。
日
欧
米
中
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
業
界
首
脳
会
議
は
毎
年
１

回
実
施
さ
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ｉ

Ｖ
Ａ
や
、
欧
州
の
業
界
団
体

で
あ
る
欧
州
物
流
機
械
連
盟

産
業
車
両
部
会

Ｆ
Ｅ
Ｍ
　

Ｉ
Ｔ

、
米
国
の
米
国
産
業

車
両
協
会

Ｉ
Ｔ
Ａ

、
中

国
の
中
国
産
業
車
両
協
会

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ａ

が
参
加
。
第

回
の
会
議
で
は

年
の
京

都
で
の
会
議
で
日
本
が
提
案

し
た
、
国
際
的
な
産
業
車
両

業
界
と
し
て
の
行
動
指
針
に

つ
い
て
、
賛
同
を
得
た
。
同

業
界
と
し
て
の
行
動
指
針
に

つ
い
て
は
、
細
か
な
文
言
は

ま
だ
確
定
で
き
て
い
な
い

が
、
Ｊ
Ｉ
Ｖ
Ａ
に
よ
る
と
、

お
お
む
ね
「
お
互
い
の
安
全

・
環
境
に
関
す
る
規
制
・
規

則
を
尊
重
す
る
」
「
保
護
主

義
的
な
政
策
を
支
持
し
な

い
」
「
お
互
い
の
技
術
、
デ

ザ
イ
ン
、
商
標
を
尊
重
し
、

盗
用
は
行
わ
な
い
」
と
い
っ

た
内
容
だ
。


